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■西 3丁目通りの羊蹄山の眺望への配慮の考え方

駅施設（視点場）からの羊蹄山への眺望に配慮した建築物の高さや配置とする。

■視点場

都市施設の屋上展望デッキ（高さ 10ｍ+目線の高さ 1.5ｍ） ※想定

■視対象

羊蹄山

■範囲と高さや配置の考え方

視点場から見た羊蹄山の存在感が伝わる範囲とする。
視点場から見た建物の見かけ上の高さを、可能な限り羊蹄山の見かけ上の高さの概ね 1/3 以内におさ

める。建物の高さが 1/3 の高さを超える場合は最小限に留め、かつ、建物内のセットバックなどの立体
感を出すこと、また、視点場から羊蹄山を眺望した際に稜線を建物が分断しないようにする。また、各建
物の高さやセットバック位置に、あえて統一感を持たせないことで、立体感を生み、背景の羊蹄山の景色
に調和を図る。

羊蹄山への眺望に対する範囲や高さの捉え方 イメージ図（断面図）

羊蹄山への眺望に対する範囲や高さの捉え方 イメージ図

見かけ上
の高さの
1/3

視点場

高さ規制を超
える建物

羊蹄山

駅前周辺重点地域

羊蹄山の見か
け上の高さの
1/3の範囲

この範囲内の建物は、羊蹄山の標高の概ね1/3とな
る見かけ上の高さとする。1/3僅かに超えるものが
あっても許容するが、建物内でのセットバックな
どの立体感を出すこと、及び稜線を分断しないも
のとする。

この範囲外の建物は、高層も許容する。た
だし、羊蹄山の見かけの高さを超えるよう
な主張はしない。
羊蹄山の景色との調和（セットバックや外
壁のデザイン）に相当の配慮が求められる

2

視点場

羊蹄山への眺望に配慮する範囲と高さ（羊蹄山の高さの 1/3）

羊蹄山への眺望方向

羊蹄山への眺望に配慮する範囲と高さ（羊蹄山の高さの 1/2）

視点場

羊蹄山への眺望方向
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道路中心道路境界 道路境界

眼高＝1.5m

●仰角27°
・建物全体の印象がわかる
・ファサード（低層部）の高さは上限10m

D／H＝２

D／H＝約1.34●仰角35°
・ある程度空を眺めることができる

（推奨）

高層階（４階以上）の建設はセットバックさせる

歩道

仰角＝27～40°27°

駅前通り道路幅員 18m( 歩道合わせて )

歩道

敷地境界からの
セットバック
(1m)

高層階セットバック=3m
敷地境界

D=視点場から建物までの距離：18m視点場：敷地境界から 1m

H=高さ：10m

H=高さ：約 15.5m

H=高さ：約18m
敷地境界からのセットバックが３mの時

敷地境界からのセットバックが３mの時

35° 40°

D／H＝約１.11●仰角40°
・空が見られるギリギリの高さ
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